
八郎潟調整池の富栄養化について

第5報 東部承水路の特徴について

三浦竹治郎

八郎潟胴整池東部承水路は調整池の一部をなすものであるカミ、水質的iこは胴墜池や西部承水路と

はや＼異なる様相を示している。既存のデーターを基にして、東部承水路の水利上の機能や水質の

特徴の解析を試みた。

l 東部承水路の機能上の特徴

東部承水路は八郎潟干拓地の東側に位置し、馬場目川河口から浜口排水機場まで、南北21km、

東西0.45ー1km面禎L114ha、水面勾団約1/60,000の堤防こ囲まれ仁會軋長い残存7k域で調整池の

一部である。
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第］図東部承水路概要図
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東部承水路の水利上の役割は 1)調整池の一部として洪水調整および中央干拓農地の用水貯濯池、

2)中央干拓農地排水の承水路、 3)後背地 489.252km2の広い地域から浣入する11本の河川、排

水路の承水路、 4)浜口排水機場で水を出し入れし

干拓地および八郎泥東岸部農地の排水の承水路および一部農地の用水貯溜池な
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東部承水路の水収支については、水
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承水路に流入する水量については
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そのう
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1135. 
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3. 18 X 107 nfである。

る河川のうち流域の大きし、の

日川分約 2.1 

られるのて、承水路に対する

さら

から北部排水機場を通じて揺i廿さ仇る几

千戒で67.3％である。

トンと杉沢発霞所放水分は

分が王となる一
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の結果か

ら後背地

2) I卜央丁才凸地

\「均238,850千正て 5~9 月のか／し力心ヽ尉Jよ 160,795

3)浜l_I排水楓場で西部承水路から誹出2:れる［サは38,600千心て、かIしかし真月1よ27,85劣（、、已6昇、

4)承水路り）北部）訃辺ー「拓地および東庁の一晶概存関地からの誹水が丸るか、

そのりは掌脚てきなし，C 社「水良はポ〗］団設置カ・ 14箇所(訂阿対復面ti'il959揺）ごあるか、その外

に地元事乳主休設悩分かあり、最近大見校［I印i場叫幻叫山哀か行久われ、かんばI,ヽ系秋か設仙され仁

ので、宴態は掌桝してし、なし、。泣出分こっし、［は 1)『央「拓農坦叶I水とし-C.9筒所の取水 1-1

から叶西かんがしヽ面柏4715.7ha分の 11j水を供；心しごおり、 56年度—]：［出よ 160,416千 11げてある 2) 

北部干拓地および東岸合1ー；農地の一出に用水左偲着し[Iゞ るヽ加、

水路からと後粁地から力＼あり、

干柘地の事業団設似分の56行度実れ＇［（ま 2,729, 8341113てあ乃

こ｛しら：よ水1’']取水力、主てあり、承

その区別か判然こしてし、なし、伯Iらあり、主店i九1叫 て あ る 北部

3) j仄口括水尻場の7](|II-1ヵしら水粒

沼差て西部承水路にかんかし、水を供恰しご＼、万JIゲ、そ u')ii＇，｛よ日別 0)水門IJFll芽l』人態力入ら しなけ

ればならず＼ l」下掌握してし、なし、「

れるのて約7~80, 000千侃程度と見ら仇る，

しかし、西部承水路からの取水贔の平足に］圧し、も 0 と考えら
6) 

4) 東叩爪水路ぱ凋柩出の一｛罵として既•:;Iげ）よう立

農『「文に合わせた時期鉦の水拉整調を行っており、 ；：：仇亡こ什'-う水の砂さがある： あるJ以上

""" 

のように東部承水路にかかわる水の以支ば水和］系抗か複雑で常摺しぎ仇欠＼，ヽ面か/§,ノ＜ある 特iこ

周辺干拓地、その後背地および東岸閲既存靡地iこつ＼、で 1よ一品地元事〗',<-l：：（本 0,［重営iこiえるものが

あり、放融的に空梶てき立し、0

東部承水路の水質について

4) 5) 3J 

東部承水路については、開品、内水1白水充指噂所、似虞椅（呆全課、関土知大勺三こ凋孔を火旅し

ており、農誡は44—〗50年まて、内水国水喉指尊所は51年J、J直奇卯閏謂記可数か多く、 デークー数が
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多い。我々は55年以降多くの調査を実施している。

これらの調査結果を通覧して、まず指摘し得ることぱ年間の水質の変化が大きいことで、これ

は西部承水路でも見られたことである。八郎潟は昭和36年 3月に防潮水門を締切り、中央干拓地

堤防を38年11月に締め切り、 41年5月に干陸を完了した。この過程で急速な淡水化が行なわれた

が、その後は干拓農地から洗溶脱ナる塩類が北部排水恨場から東部承水路1こ供給された。その排

水機場からの排水は不定時であり、かんがい期と非かんがい期とで水の質、量共に著しく異なる。

また承水路ての流向も複雑な利水形態を反肌して、西部所水路のように一定しておらない。その

為同一測点においても測定値が調査日毎に変動したものと思われる。一例を表1、図2、3に示す。

このような状態であるので、年間数回の調査や平均値のみでは実態を掌握できない恐れがある。

第 1表 東部承水跨のCODのイ「間変飢

項 目 回数最少最高 1平均 1標準偏羞 c.v

44年東部承水路北半分農試 KMn馴消費景 28 o. 1 I 12. 31 7 71 3.9 50.6 

46年東部承水路中央部農試 KMn04消費量
I 

28 1.41 13.3 7.7 3.9 50.6 

53年東部承水路 公害課 COD 
： 

24 I 1. 7 | 26. a I 6. 5 | 5. 8 j 89.2 

かんがい期は勿論非かんがい期であっても東部承水路に汚濁負荷の大きいのは北部排水機場か

らの排水と考えられる。

る。

ごれは承水路に約 2km間隙に設置されている取水口の水質調査に見られ
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第2図
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地点別 EC(●)、 KMn04消費量 co)の変化 46年農試

C「l
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第 3図 地点別 Ci(0) so3 （●）の変化 46年関試
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第4図 地点別 EC (●) COD (0)の変化
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57年環技センター第 5図地点別 TN(0) TP (●)の変化

すなわち北部排水機場を頂点として南北に濃度傾斜か見られ、水の流れを反映して南にや.1.ゅ
7) 

るやかに傾斜している。しかしその程度は西部承水路程大きくはない。この事はまた通日調査の

結果にも見られ、排水殿場排水の影愕が短時聞内に直接表われるのしま排且JILI附近だけで、 3.5 k班

離れた地点ではその影響が判然としない。

第^ 2表 通日調査鮎果

月 日 地点 時 PH I E~_ J BOD I COD! T-N IT-Pl 北部排水機場，排水抵

新生
10 7.5 681 2.7 6.1 ！ 1.81 0.102 0~14時 8t/sec 

56. 4, 22 
大橋 14 7,4 277 2.2 3. 9 Q.66 0.068 

| 
10 7.0 444 2.3 6.4 1 25 0.057 8~16時 12t/sec 

57. 9. 16 D2 
14 7.2 431 2.1 6.8 1.27 0.064 

D, 
1 7.5 451 1.9 7.0 0.070 

57. 9. 17 
4 7. 1 451 1.6 5.7 1. 19 0.060 

このことから東部承水路は形態的には川てあるが、水［記勾配が極端に小さく南端に流詈の大き

い馬場目川が流入しているので、承水路の中でiま流れがゆるやかーこ、特にかんがい期にば排水！炭

場→取水口→農地→幹線排水路→排水機場で循環しているので、端的に言えば東部承水路は北部

排7J(機場排水のたまり場になっていると言える。

栄養塩類の豊富な静的な水域では当然混暖期に内部生産が盛んに行なわれる。これに水田から

の栄義塩類が負荷されるとすれば、温暖期に汚濁が進む0う1ま当然て、東部承水路のCODの年聞

変動を見れば、この現象か端的に表硯されー［いる。
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第 6図 C O D の年間変動 55. 56. 57年． D2、C3

東部承水路水質の経年変化は同一地点で41年以降継続して年間多数回調査したデークーがない

ので、比較的長し期閻調査したものをつたぎ合わせて表3に示す。分析方法等の相異から同ーに

＂平価できないが、淡水化は徐々ではあるバ確実こ進んで I,、る。 そかにつれてE.Cも小さくなっ

ている。 COD、BODはやl.安定した推移を示していると見られる。

第 3表註年変化

3-1 農試調査結果 地点C2・比平均

年 I 44 I 45 46 47 
| 

48 I 49 ＇ 

E. C o.67 ¥ 1. 14 I 0. 70l o.s6 I 0.56 
KMn 04消費量 I 6. 43 I 9.90 I 8.43 9. 74 15. 69 I 11. 37 

c.e量 124 : 250 I 144 I 113 I 196 107 

3 -2  内水面水産指導所調査詰果

地点大潟橋、新生大橋平均

釘: I 52 i 

C OD  「―工盃□
BOD I 3.59 
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3-3 環境技術七ンター調査結果

地点、 C-3、D2平均

年 I 55 | 56 I 57 

E C I 533 I 342 I 492 

COD I 5.56 I 5.38 I 6.77 

BOD 2.21 I 1. 96 I 3.40 
c¢ I 95 57 I 95 

l11 まとめ

東部承水路ほ形態的には調整池の一部であるが、水質的には調整池から独立した存在として考

える必要がある。水質的には幹線排水路との関連が主要な意味を持つ水域で、北部排水機場との

関連が大きい。北部排水機場を考える場合には農地排水と共に中央集落地を無視することはでき

ない。北部排水機場排水は大潟村居住地排水の全贔 もので、これらとの閃連に於て考える

必要がある。東部承水路は広い後背地を持つのて、こ）1からの負荷について十分に晶森する必要が

ある。
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